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図１ 全連続焼却施設の稼働終了時の供用年数 

  出典：廃棄物処理施設長寿命化総合計画作成の手引き（ごみ焼却施設編）令和３年３月改訂（環境省）p.12 
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表１ 精密機能検査報告書内の総合所見 

報告書 総合所見の要点 

平成１５年度   設備面では、本検査時において、主に焼却炉の内部耐火物で部

分的な損傷が認められることから、順次整備を実施していくこ

とが望ましい。 

平成２５年度   設備機器の状況においては、施設の根幹となる燃焼設備及び

灰出し設備等に劣化損傷が集中しており、さらにはポンプ類

等にも老朽化が見られており、今後の対応が必要になると思

われる。 

令和 ３年度   設備機器の状況においては、焼却処理施設では施設の根幹と

なる燃焼設備及び灰出し設備等に劣化損傷が集中しており、

さらにはポンプ類等の設備にも老朽化が見られる。 

  粗大ごみ破砕施設においても、施設の根幹となる破砕機及び

搬送コンベア等に劣化損傷が集中しており、今後の対応が必

要になると思われる。 
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図 2 修繕等に要した費用の推移（税込み） 

 

 
図 3 計画外停止回数の推移（平成２５年度から令和３年度） 
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